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≪留学前後のスケジュール≫ 

 留学前 
留

学

中 

留学後 

ス
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ー
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2007 年 8 月 TOEFL の受験準備 
11 月交換留学申請 
12 月奨学金面接 

2008 年 1 月 交換留学面接→合格 
    5 月 寮申請 
    6 月 ビザ申請 
    7 月 ビザ受け取り 
    8 月 出発 
    9 月―12 月 前期 

2009 年 4 月～ 北大復帰、卒論執筆 
2009 年 7 月 大学院入試→合格 
2009 年 11 月 
北大公共政策大学院のパリ政治学院短

期留学プログラムに申込→合格 
2010 年 2 月 
イギリス旅行→パリ留学→オーストリ

ア旅行 
2011 年 9 月 パラオ旅行 

 

スウェーデン・ヨーテボリ大学・学部交換留学(半年) 

 
■スウェーデンでの衣食住 
ヨーテボリへの留学をこれから考えている人へ。衣食住なにも心配することはない。確

かに冬は寒いが、札幌ほどではないし、雪もそれほど降らない。 
 服は H&M が町の至る所にあって、安価で手に入れられる。食もよい。スウェーデン人

は健康志向なところがあって野菜ばかり食べていたし、米が食べたければイタリア米が日

本米と変わらぬ味で楽しめる。日本食の店もある。唯一ためらったのはザリガニくらい。

住環境もよい。インテリアが好きな人は、町をショッピングするだけで楽しめる。寮も割

と広めで、スウェーデンに‘住む’感じを楽しめるはずだ。 
 
■スウェーデンでの勉強 
 北大経済学部との部局間協定で私がヨーテボリ大学で受講した講義は、Scandinavian 
Economic History、Swedish welfare state、GIS（地理情報システム学）、EU Studies の 4
つで、そのほかにスウェーデン語の講義があった。ほとんどすべての講義で groupwork と

テストが単位取得の条件となっており、日本人の私にとって groupwork が一番の壁だった。 
 Scandinavian Economic History は私がヨーテボリで受けた一番最初の授業だった。留

学して 2 週間余りでこの課題が出され、まずスウェーデンの暮らしにそんなに順応してい

ないし英語だって話せない。パーティで出会ったスウェーデン人に「あなた何言ってるか

わかんないわ、もういいわ」みたいなことまで言われてしまうこともあって、英語を話し

たくないと思っていた時期でもあった。 
 そんな最初の授業でのパートナーはベルギー人の大柄の男。正直見た目も怖い。なのに、

スウェーデン・フランス ヨーテボリ大学・パリ政治学院 英語 
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≪一週間のスケジュール～スウェーデン～≫ 
sweden 月 火 水 木 金 土 日 
AM 福祉国家

論 
授業予習 福祉国家

論 
買い物 授業予習 授業予習 マーケッ

ト 
PM 授業復習 ＧＩＳ研

究室 
学校の 
パブ 

ＧＩＳ研

究室 
party スポーツ 散歩 

≪一週間のスケジュール～パリ～≫ 
paris 月 火 水 木 金 土 日 
AM EU 形成

史 
移民文化

論 
EU 農業

政策論 
EU 社会

福祉論 
テスト 美術館 友達と遊

ぶ 
PM 仏語 仏語 美術館 仏語 美術館 美術館 party 

 

•費用 ≫渡航費往復20万円、生活費月3万円、寮費水道光熱費インタ
ーネット込月5万円,旅行費20万円－うち25万は奨学金。パリはだいた
い50万くらい（うち40万は奨学金） 
•レート≫1クローナ16円（2008）。1ユーロ125円（2010）。 

お
金 

留学先 
スウェーデン・ヨーテボリ大 フランス・パリ政治学院 

期間 
ヨーテボリ大学(学部)    2008 年 8 月～2009 年 3 月 
パリ政治学院(大学院)    2010 年 2 月～3 月 

動機 スウェーデンはジェンダーや福祉の面で先進国と言われていて、その文化を実

際に自分の目で見てみたかったし、語学を学ぶチャンスと考えたから。その経験から

外国文化にはまって、次はちょっと都会のパリを選んだ。 
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スウェーデン・フランス ヨーテボリ大学・パリ政治学院 英語 

 スウェーデン人はお酒も好きだがスポーツも好きである。おかげで私も冬場でもバトミ

ントンや卓球に連れられて体を動かすことは多かった。家の裏には大きな湖があり、短い

日照時間の間にウォーキングやランニングをする人も多い。そこでランチをすることもあ

った。 
 自然と戯れたり、人とのコミュニケーションを大切にしたり、心身共に健康に過ごせて

いた時間だった。日本は無駄に娯楽が多い。運動不足やコミュニケーション下手といわれ

るのもその理由なのではないかと、帰国してから何度も思った。 
 
■フィールドワーク 
 留学最後の締めくくりにスウェーデンの老人介護施設にフィールドワークを行った。学

校の近くにある äldreboende という老人介護施設にスウェーデン人と日本人の計 6 名で訪

問し、日本とスウェーデンとの違いを比べた。 

何よりも驚いたことは、一人一人に個室の環境が与えられており、そこは老人ホームと

言うよりはホテルであったことである。日本式の病院のような老人ホームとはまったく正

反対で、個人の尊厳をきちんと尊重している、居心地のよい空間だった。 
しかしインタビューを通して、スウェーデンの福祉政策も高齢化の影響で財政的な問題

を持っていることが明らかになった。それまで「福祉国家スウェーデン」の良い側面しか

見ていなかった私にとってこの出来事は非常に衝撃的だった。 
 
ただ本をみるだけではわからない。真実は目で見て確かなものとなる。そして自分のい

た環境とは違う世界でそれを比べられる。その面白さに私ははまった。こうして次は大都

会パリを目指すことになる。 
 
  

スウェーデン・フランス ヨーテボリ大学・パリ政治学院 英語 

いきなり教室で私の名前を叫びだす。もうそれだけでも怖かったのに、テーマを決めると

きにも私の意見を無視するし、一生懸命書いた論文は「教科書の引用は盗作だ」だの言わ

れるし、いっぱいいっぱいだった。しまいには発表用原稿を暗記しろと・・・。地獄のよ

うな試練である。 
 ただ試練があればそこには伸びがあった。英語も最初は NO か YES かしか言えないくら

いだったが、どうにか無理矢理でも返せるようになった。「わかんなくてもとりあえず何か

言ってみる。」こういうスタンスが出来てからは、次の groupwork からチームに溶け込むよ

うになれたし、そのうち「わからないことはわからない」とはっきり言えるようになって

きた。今では試練を与えてくれたベルギー人の彼に感謝。 
 groupwork はどうにか越えて次はテスト。groupwork の苦痛に比べれば、テストはそれ

ほど苦ではなかった。授業で毎回予習のために出される文献の数は果てしなく多かったが、

groupwork でできた友達から教えてもらえたし、なにせテストはある意味私にとって楽し

みなものだった。 
 これはヨーテボリ大学特有のことなのかもしれないが、テストは 4－5 時間の制限時間を

設けられている。その間トイレにいってもいいし、ご飯やおやつ、飲み物も自由である。（も

ちろんカンニング行為には厳しい）テストの準備は大変でも、お気に入りのおやつをもっ

てテストの会場に行くときはまるで遠足の気分。そしてそのあとはお疲れパーティ。こう

やってどうにかこうにか学問をしてきた。 
 さて、英語はともかくスウェーデン語は、正直あまり上達しなかった。町の中では看板

の中にスウェーデン語を見ることはあっても、皆快く英語で応対してくれるし、学校の授

業も週に 1－2 度のものでしかない。しかし不思議とスウェーデン語のやわらかいリズムは

耳に残るもので、半年くらいたったころくらいになんとなくバスに乗っている人の会話が

わかるような気がしてくる。たいして勉強もしていないので、なんとなくだが。きっとも

っとやっていれば 8 ヵ月もあれば大分上達したと思う。ただ今でもあいさつ程度のフレー

ズは不思議と出てくることがある。 
 
■スウェーデンでの娯楽 
 スウェーデンの冬は長い。日照時間は 4 時間程度。だいたい朝は 10 時からそして夜は昼

の 2 時くらいから暗くなる。気分は時差ぼけ状態で、お昼からの授業が大半だった私は明

るくなるまで起きられなかった。 
 だから彼らは、家にいる時間をものすごく大切にする。IKEA の家具がおしゃれなのもそ

の理由だ。北欧家具は北欧で生活する人が暗闇の時間を有意義に過ごすために開発された

ものだ。そのおしゃれな北欧家具と食器を並べて毎週金曜には必ずといっていいほど、夕

方 4 時からパーティが開催された。そのパーティには主催者の友達がぞろぞろと集まり、

夜中まで話をしたり、踊ったり、歌ったり。友達の友達が増えていくわけなのでどんどん

友人は増えていった。 
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《留学アンケート》 
① おすすめ（ガイドブックにないスポット、観光地、店、お気に入りの場所、食事 etc.） 
スウェーデン:セブンイレブンのブラウニー。町のカフェに必ずある Applekaka（リンゴ

ケーキ）、Kanelbulle（シナモンロール）。スーパーに売っている Geisya というチョコレ

ート。 
 
② マナーやタブー 
フランスではフランス語を話すこと。 
スウェーデンの電車の中では携帯で話しても何の問題もない。 

 
③ 持っていってよかったもの（重宝したモノ、喜ばれた日本のモノ、ウケた特技 etc.） 
ウケた特技は、居合道。 
自分がしなくて後悔したのは予防接種。留学前は安全な国にしか行かないと思い、何の

予防接種もうたなかったけれど、いざ留学するとアフリカとかも行ってみたいと思うよ

うになる。でも予防接種がないと入れない国もあることを知り断念。それにギリシャに

行ったとき町の中に犬がうろうろしていて、狂犬病のワクチンを打たなかったことを悔

やんだ。噛まれることはなかったが。 
 
④ 留学前の必見本 or ウェブサイト 
特にない。 

 

スウェーデン・フランス ヨーテボリ大学・パリ政治学院 英語 

フランス・パリ政治学院・大学院春季留学(1 ヶ月) 

 
公共政策大学院と法学部にはパリ政治学院への 1 ヵ月短期留学のプログラムが用意され

ており、英語で EU 学を学ぶことができる。授業はほとんど朝から晩まであり、最終的に

レポート課題が課されるのだが、留学期間中、EU 議会や NATO 本部などへの研修旅行も

用意されており、とても充実した日々だった。 
私が行ったパリ政治学院、通称 Sciences.Po はフランス屈指のエリート学校であり、前大

統領ジャック・シラクの母校でもある。参加者はほとんどが日本人であるため、留学経験

のある人にとっては少しさみしい気もするが、まさにフランスの東大ともいうべき大学で、

優秀な学生たちと学べたことは非常に良い経験になった。 
 スウェーデンでのんびりと過ごしてきた私にとって、パリは恐ろしい町だった。最初の

留学で英語をまずまず勉強して、そのまま海外のいろいろな国へ旅行に行ってみたが、ギ

リシャを除いてほとんどの国で英語が通用したので、「世界は英語さえあればどこでもいけ

る」と思っていた。その幻想はここで打ち砕かれることになる。 
 「フランス人はフランス語しか話さない」。それはよく聞いていたが、ある意味反抗心で

使っていた。するとある日パン屋の店員に「これはフランス語で＊＊っていうのよ！！！」

と見事に怒られた。最初はこの対応に頭に来たのだが、スウェーデン人の友達が「皆英語

話せるけど、スウェーデンにせっかくきたんだから、スウェーデン語も勉強してみたら？」

と私に忠告したことを思い出した。私はこれまでその国の人の優しさに甘えてきたのだ。

そしてこの日を境にフランス語をしっかり学ぼうとするようになる。 
 プログラムの参加者はほとんどが日本人だった。それは残念なことでもあったが、私は

幸いなことにパリ政治学院から次年度北大に派遣されるという女の子と巡り合うことがで

きた。英語で日本語とフランス語の言語交換をしたり、ランチを一緒に食べたり、週末に

は美術館やカフェなどに連れて行ってくれ、パリの楽しみ方をも教えてくれた。そのうち

彼女の友達も友達になり、予想以上にフランス人の友人を多く作ることができた。 
 パリの留学は、甘い環境の中で留学をしてきた私の留学観念を突き崩すとともに、自分

次第でプログラムをより充実したものにできることを教えてくれたように思う。 
 
 留学を通し、真実を見る目と多様性を楽しむ能力を養ったことで私は帰国後の研究に打

ち込めた。そしてそれが就活でも良い結果を生んだ。原点は留学。今ならそう思える。 
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